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超伝導体の励起構造の分類とトポロジー

講師 角田 峻太郎 氏 (東大院総合)

日時 2023年 1月 13日 (金) 午後 4時 50分
場所 16-827および Zoomによるオンライン開催:

駒場物性セミナーの HP から参加登録をお願いします

超伝導は 1911年にKamerlingh Onnesによって発見された現象であるが、そこから 100年
以上経つ現在でも活発に議論が交わされている研究対象であり、物性物理学における大きな
一分野となっている。超伝導がもつ特徴の一つとして、「超伝導ギャップ」と呼ばれるエネル
ギーギャップの存在が挙げられるが、これは超伝導の発現機構と密接な関係があり、かつ実
験的に観測できる重要な指標である。超伝導の最も重要な基礎理論の一つである BCS理論
(1957)においては超伝導ギャップは s波の等方的な形状を取る一方、BCS理論の枠組みを超
える「異方的超伝導体」では節 (ノード)をもつ異方的な形状のギャップが現れることがある。
例えば、1980年代に発見された銅酸化物高温超伝導体と呼ばれる物質群は、当初は等方的な
ギャップをもつと考えられていたが、後の様々な実験によって実際には線ノードをもつ異方
的超伝導体であることが明らかになった。本講演では、主に「対称性」や「トポロジー」と
いった数理的なアプローチに基づく超伝導ギャップの分類学について概観する。特に、結晶
点群を用いた超伝導秩序変数の分類 [1]から出発し、この理論で捉えきれない例外的な励起
構造が空間群を用いた解析によって見出される [2–7]ことを、具体例を示しながらできるだ
け平易に解説したい。また発展的な話題として、より網羅的な分類理論 [8, 9]や、我々が最
近提案した電流を印加した状態での非自明な励起構造 [10, 11]、さらに今後考えうる方向性
など時間の許す限り紹介する。
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